
小坂鉱山の煙害地におりる

一七アカレヤの施肥植栽試験
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小皮鉱山~ft近の IlJ林はその製錬所の煙突から排出される亜硫酸瓦斯，酸諺その他の害作用により著しく

荒廃し.成林は乏しく棟地，もしくは荒草原になっている。その被害面積は 49町 369ha に及びp そのうち

激害地は約 5， 879 ha, r令官地は 8， 697 ha，微害地は 34， 793 ha をそれぞれ示す。この煙害地域の一部に

対しては調査せられ，または鉱山当局により古くから種々その複元植林対策が諮ぜられ，一部の成功を収

めているが，その後著しい発展をみない。また， 1948 年ごろから秋田県当局により 2 小坂町および隣接す

る公有林の激害地に対し，ニセアカジヤによる植林が実行せられている。小坂地方の林木に対する煙害に

ついては鯉法:11)の報告があり，また筆者等の方法に類似し 1952 年に実行された佐々木，伊藤ヨ〉の報告が

為る。たまたま筆者等は 1950 年秋田県庁から煙害を蒙った地域内の土壌調査に基く植林対策の検討に，

技術的協力を求められたので，この目的により土接調査をなし，その確証づけのためにニセアカシヤの施

肥植栽誌験を実施した。したがってy その一部の尾間部地区における成績を簡単に報告する。

試験地の設定にあたり，次の諸点を割酌して尾間部をその 1 つに選んだ。

1) 煙源、に近いため煙害が最も烈しい地/.(0 2) 今まで植栽〈ニセアカシヤ〉したが成績不良の地。 3)

煙により土援が直接または間接的に明らかに影響を受けていること。 4) 試験をするため比較的均一な土

地が得られること。 5) 生物的〈人畜の〉障害を考慮しなくて良いこと。

以上の点から試験地として選んだ尾櫓部l土，排煙中心部の東北約 1000m 離れたところにある広い台地

で，煙害のため裸地となり， 1948 年値栽せられたニセアカシアの大部分が活好不良であるか，活着しで

もその後煙害の直接または二次的影響により大部分が枯死または発育不能の朕態にある。

I 試験地の土壌の性質

実験方法

置換酸度は大工原氏法を}甘い，置換性石灰量は Hissink-S 1!直により示した。

土爆の機域的組成は Pipette 法により分別し.国際分類法に準拠した。

pH は Gillespies drop ratio method. の比色法;こ，全窒素は Kjeldahl 法に，腐植量は Tyulin 氏法

によりそれぞれ測定した。また，土援の然、援成分は熱塩酸浸出液を常法により定量した。

土壌は数次に及ぶ火山のI噴火により堆積した火山灰性黒色土でゐる。 A" 層はほとんど欠けている。 A

( 1 )好陵分易混 (2) 好摩分場土~Jll".1Sl研究室長 (3) 秋田l腕百技師
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第 1 図犀働部樗地の土壊移態
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層は A" A，の 21習に区別でき， A ， I醤の厚さは 4cm，その色は灰

黒色ロ(Olivaceous black) の壌土で繁p 締粉状構造で，浮石を混ず

るか，もしくはほとんど含まない。腐植は比較的乏しく水液状態は

比較的に草む、ている。 A2 層は厚さ 18cm の灰黒色の室長土で Nut­

tiform , Blocky, Aggregate はきわめて弱く成れやすい。 しかし

て堅需度は軟らかく， i話i悶でその他は A，層に等しい。

A層の下に厚さ約 12cm の小粒径く2~7mm 内外〉で淡貰褐

色〈やや碩しつの腐植をほとんど含まない浮石層が介在し，この層

と他の層との推移は比較的半u然としている。この浮石層と A2 層と

の聞に約 3.5cm の B，層く灰白色の凝灰層〉が存在する。

浮石層の下には辺、色 (Chaetura black) の埋没土 (Past Soil) が

認、められ， 38.5 cm で比較的に厚し、埴質壌土，腐植に宮みくh2) , 

石器製は稀に混ずる程度で乏しい。 Nuttiform で堅手密度は軟である。

Table 1. 小l反鉱山尾栂部土壌の機械的組成〈風乾細土中の%)

Mechanical compositions of Soils on Otarube, Kosaka mine. 

場Locali所ty 閣Hoのrij筒zo1niti 深D さ|粗砂 |F器i!n日 a砂nd |!徴砂!粘C 土
EPth icoarse sand!e s Siltllay 

cm 2.0-0. 2mm 0.2-0.02mmo. 02-0. 002 . O. 002mm 
mm. 以下

尾 草堂 割h
Otarute A ， II雷発 8-17 15 46 27 12 

1/ A ，-A 2 1島町〈 5-16 27 55 B 10 

'/ A'I脅発 45-57 日 50 21 21 

普 fよRよ也 B司re land. 

出オホイタドリ襲来下 Under Oitadori(Polygonum sachalinense, Fr. Schm)Socie. 

この A' 層の下に B' 層があるが，以上のごとく形態的に腐績を含むA層および A' 層が比較的に深く，

その中聞に広い浮石粒層が介在して特徴づけている。

表層土は援械的分析の結果 Table 1 のごとく国際分組法による壊土ないし細砂質壌土で， A' 層は砂質

b'ili土に近い埴質壌土である。

A層の容水量は 52% ， A' 胞は 68% で A' 層の値が商い。

尾崎部に法められる植生はきわめてまま羽で，附近にオホイタド~ ，ススキまたはク 7イザサ，キツネヤ

ナギ，ツルウメモドキ等の微小の緊落が散点するにすぎない。

土壌の化考会的性質

土援の pH (H20) は 3.8~4.6 で比較的低い値を示す。 Table2 によると医師部の大工原酸度 (Y， X3)

は 102. 小奴mr山手で約 30 年生ぐらいのニセアカシヤで立派な造林地を形成しておるところの表層は58，

下層はその半5}，排煙口から約 5km 蹴れており p 煙害が弱し、と認められる錠では 15 である。 しかる

に置換性石灰量はこれと反対に尾i玲部が最も低く，錠は最も大きい。また， F己的部はもちろん，その他の

土壌でも表層よりは下層の朗、没土の方が大きい。また，同じ尾間部の表層土でもオオイタドリの室長落が存
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在し，そこに楠えられたニセア

カジヤの鮪栽木は，他の棟地に

稲えられたのに比べて校がでて

良貯な生長を示寸が.そこの士

壊は同一地区でも箇1換性石氏量

も比較的に豊富であるの

また尾陣古1Iの士壊の熱崎西安可

造主成分のlR~肢は Table 3 のご

とく表j冒土壌の Fe，03，その他

の二三曲変化物 (Sesquioxide) は

A' 層またはオオイタドリ安落

下のA居士に比べflh 、 1[['[を示し

特に Ca， Kなどの l~{r基も日様

に猷じてL 、る。

鏑木3) はl1H答森林士擦にでも

相当量のお灰畳を検10 し，同貫性
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Table 2. 蝕害地士援の大了原明度と置樹生石灰量

Daikubara's acidity and Exchangeable Calcium of soils on 

smoke ÍI、 jury lar:d 

場 所 ! I冨位 l i長換性石氏:犬工民〔限度 l 反応訂Eに要
locality ! HoωJxcZLng帥Mxchange aci-! 日FEffi時

H~UL~U Ca.lElity Daikubara mentofisoil 

(%) , (V1x3) I (〆〕
尾樟部 A, 0.018 102.2 74 反当
Otarube 
νA1 -♂ 0.069 -
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A1 0.020 

11 
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オオイタドリ緊落下 ウィリアムス法による

Table 3. 尾皆吉;N也区土壌の化学!îl0・52 〈瓜乾土fÆ lCOg に対する!ft~l g) 
Chemical composition of ,oil of Otarube reg:on. 
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0.541 

12.91 

熱ぷt限TiIì容
Hcl Extlact 

ろF

0.449 

0.09'; 
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腐植の堆積をみず。ただし極端な線地にて降雨が頻祭に起り洗i僚がはなはだしい時は石灰が著しく波じて

いると，なお，排煙中の再建は土援成分の怒変を質すものでなく，また舶物の地下部に:~0';!&~;警を及ぼすもの

ではないと述べており，ただ土震に石灰分，その他塩基分のはなはだしく欠乏せる時， :陸害裸地またはそ

の接続地にかぎられると説し、ているが，筆者一等の試験地は後者に該当するものであると考えられる。

したがって，尾燈部地区では，土震が排煙中の亜硫峻瓦i0íに!原因して，土援の鉱質置を性化が起り，特に

置換性石灰畳の点などから，それに原因する成分的な弱溶!J~~現象が起っていると考えられる。したがって，

土E酎要性化が威内となって特にA層が食堂、官tな土壌へと J出変していると:考えられるの

E 二セアカシヤの施肥植栽試験

尾担軍部試験地の土擦は著しく買を性で，ニセアカシヤの既植栽木の発f:fはきわめて不良で、ある。これは根

癌菌の発育，活動が土援のÐt醍性により阻害されることに原因するのか，または置換性石灰の欠乏により

区名

Table 4. 小探鉱山毘間部におけるニセアカシヤM栽試験の設計 。.}，に対する g 数〉

::;11 

The plan of Robinia pseudo-acacia, L. planting experiment at Otarube, 

Kosaka-mine. 

理 男日
(8-4ーの!州酬可蹄附|木灰

KCI I CaO IComp叫Plot Treatment of soils BaIl -i (NH')2 : **誇 Wood
fertilizer SO;'" I Yorin I ash 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

N無o処f理er区ti!izer 
ブHミaヱlf原v限01度石灰とfliL景im区e ume 0 

requ叝ement 
of soi!, 

* 
大Li工原~を!1支uiのre石m灰en当t 量区me requirement of 
soi1. 

権Co!jm巴，po石5t灰a当nd世L区ime. 

地co1m巴，poifsjt灰a半nd景L区imel/2.i| 

N-P-K石灰i当liz量e区 9 41 
Compl巴te fertilizer 
and Lime. 

P Kan石d灰L当im量e区 52 
P-K 

木Wo灰ode区n ash 

約Ra状山咽牙肥山科区er〈ちか事ら名コ l| 200 10 
く 15)

(Chikara) 

N-P20 ,-K,O = 2 -3 - 3 

堆JI巴反当 200〆 N (1.4)-P，O，く0.6)-K，O (1. 0) 

Compost par Tan 200 Kan. 

契 大工原授度から算出した石灰量

93 

187 

187 

93 

47 7 93 

47 15 93 

132 

ワ ヲ3

(1の

時 Mixed fertilizer in which N, P20. and K20 (Containing chemicals) were 
mixed 8 -4 -4 rate in peat. 

恭持決 Yorin一一Fused magnesium phosphate 

623 

623 

623 
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Table 5. ニセアカシヤの生長量

Growth of Robinia pseudo-acacia L. 

! i Sept. -18. '日

I _. I 追肥区
Ju叫lYlげ7.'乍切5日1 i Nov.-寸14. '勺51 I 無追肥区 I .Top d企re白S5討in

| l None. 円前沼柘寸7厚面否-
¥ ¥ (3 考) Chemical 
I Kokei I fertilizer 

I C り

新相総|根元|新相総 根元|新約寵; I 根元|新都内総; I根 ~.I 新別総 1根~.
仲長量(直径 1 flf長量 直径( 伸長室(直径 l 伸長量| 足|伸長量| 5 
Tot司 1 IDia貯 TotaI Diam-', TotaI Dia凶 TotaI I元百 I Total I元常
growth let巴r I growth leter I growth :eter I growth し引 growth し巳

旧同旧同

of shooセt th巴 'of shoo-'at the'of shoo- ,at the'of shoo-;= ~of shoo-l目 Z

ti問 lbase!tiER|base!tin只 |base ltinzht|tin定[:ïf，g _ I I _, _ I 一声 I _ I-.~ 

cm cm cm cm cm cm cm, cml cml 
32.8 I 0.9 42.0' 1.0! 1 1. 7 決\ 0.8 ピ 22.�-.l 1:;¥ 19.3-1 ﾕ:9 

-lOKIll-Ill-| 」
72.8 i 1 ・ o I 93・ 4 1 ・ 2 己7 ・ 5 1 1.4 i 208.2 

種 類

無処理区
No fertiIizer 

大了:r京限度石灰半量区
Ha!f volume of 
Lime requirement 
of soiI. 

大工!広陵度石灰当量区
Lime requirement 
of soiI. 

堆肥・石灰~{歪区
Compost and Lime. 

堆肥・石灰三|三-9t区
Compost and 1/2 Lim巴

石灰当電区 I 

Complete fertilizer 
and Lime. 

石灰当量区 l 
P-K and Lime. 

木 l疋区 ! 
Wooden ash 

粒状閣形肥料区〈ちから )1
BaII ferti 1 izer 
(Chikara) 

76.9 0.9 127.0 1. 1 121. 6 

52.6 0.9 日3.1 1. 1 I 50.2 1.0 

77.3 0.8 ' 2つ2.5 1.:3 I 326.5 1.9 I 333.8 

67.8 0.9 I 195.6 1.2 143.7 1.4 233.0 

66.4 0.9 121.1 1.2 122.9 1.6 149.0 

70.8 0.7 306.4 1.1 

決枯f員のため測定木数が僅か ιB旦II fertiI izer. 
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1.2 

2
 

2
 

1.9 

1.3 

二次的に土壌が概して食養性となっていることに原目するのか， \，、ずれかに原因すると考えられる。この

場合p もし後 trの観点から土援の改良をはかるものとすれば，次のような方法が考えられる。

a) 土壊反応の改訂:大工原酸度により反応矯正に必要な石氏量を計算すると p 反当り 70 〆の石灰を

必要とする。 b) 土壊は亜硫酸瓦郊の影響による酸性土壌であるゆえ，有効有機物の欠乏が考えられると

ともに.土壊の緩衝能を高めるための堆厩肥の供給。 c〉塩基の溶脱に基き交差性となったと考えられ，ま

た酸性に起因して特に p.O，が Fe， AI と結合しぞの利用率が低いはずでゐるから。これらの養分の供給

などが考えられる。したがって.これらより Table4 の試験計画をたてたっ

この設計に基いた処理は 1m' に 4;本植えの木枠で、百L塊法によりそれぞれ 5 回の繰り返えしとし，他に

その周辺に特別に木枠を開めないで 1 n1' の区を諸所に散らばせ，同処理のものをそれぞれ 2 回繰り返し
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7こ。

隣村のじ滝村で養成されたニセアカシヤの 1 年生市のうち，根元直径が比較的に揃ったものを越んで，
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これらの試験区に 1951 年 5 月 12 日に植栽した。

結果: Table 5 に示すごとく，生長宣1・を新制の総{I!I長置により比較すると 1951 年 7 月 17 H におし、て

または P-K-Ca との聞を除きp 他の区の聞では 5 % point の有意性をも‘去

って差が認められなかったが，約 2 カ月後の 9 月 14 日には処理による生長の相奥が非常に有煮にあらわ一二ー

は先手、処理区と N-P-K-Ca 区p

れた。

2 つの処理平均値の差の有烹性からも 5 % point の危険率をもって， ~也区との間lこ生長に差が認

められるの

ま 7こ，

すなわち，粒状肥料〈ちから〉区は特に阻んな生長を示し，また， N-P-K-Ca 区， P-K-Ca の同区の生長

Table 6. ニセアカシヤの生長 くSept-11， 'f3) 

Growth of Ro?Jinia pseudo-acasia, L. 

竹理別
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も相対的に大きいといえる。そしてアこれら相互の聞には差があると認め難い。ついで木灰区，堆厩肥一

石灰当量区が良く，ほとんど生長しない無処理区，石灰半量区，厩肥・石灰半量区との間の差に 5 % Point 

の有意性が認められる。そうしてp 各群のうちでは差が認められない。以上のごとき新相の総生長量にお

ける差が認められるが，根元直径の肥大生長量については.処理による差が明らかでないっさらに葉の大

きさは前者のごとく相当顕著な変化が観察され。生長の大きいものほど，棄は大きくなり，葉色の緑が濃

くなる。

このように施肥することにより，その年におけるニセアカシヤの新柄の生長を著しく高めることができ

た。また. P-K-Ca 区p 木灰区， 堆厩肥一石灰当量区等の処理も相当な効果があることがわかった。処

理による中目黒ーを植栽されたままで示すと Plate 1 の 1-4 まで，掘取った首について示すと Plate2 のご

とくで，以上の結果を切らかに示す。

試験第2 年 11 の 1952 年ー 5 月 15 日の読査では無処理区または石灰半量区等，前年の生長が不良であっ

た区で‘は荷木の大半は枯死十るか.あるいは枯死しかかっていたが.他の区の苗木は大体活着越年してい

た。これらのものに対し一部の処理区で固形肥料〈同形 3 号. N-P20 ,-K20:6-3-2) 8 箇約 100g ，

またはそれに相当する成分量の硫安，その他の化学肥料を同一処理区内で 3 阿繰り返しの追肥を行い，そ

の効果を比鼓した。

9 月 18 日無追肥または追肥したそれぞれの区間で、植栽時の土護処理による生長の差と p また追肥した

場合と，しない場令の生長を比較したところ，追肥しない場合 P-K-Ca 区と木灰区に差の有意性が認めら

れないが，その他の平均値悶では 5% point で有意差が認められる。追肥と然、追肥による差は追J1~処理を

行った区全体を対象とすれば， 5 % point の有意差があると認め難いが，追肥効果が著しくなL 、N-P-K­

Ca 区および P-I王 Ca 区を除いて検定すれば， 1 % point でも有意差が認められ，非常に効果があったと

いえるの特に大工原限度石灰当量区で最も顕著に認められ. P-K-Ca 区とほぼ等しい値を示す。

化学肥料と問形肥料とでは追肥効果に 5 % point で有意差がi認められなし、からp 山地等で使用に便利な

悶形肥料の肥効が比較的優れている点で一考を要すると忠われるつまたp 根元直径に関しては，土壌処理

による有意差が N-P-K-Ca 区あるいは P-K-Ca 区とその他の区との聞に 5 % point で認められ，両者

間ならびに同区以外の相互間には有意差が認められない。

なお， 1953年'9 月 11 日における苗木の生長を測定しおわせてその一部の苗を捌り取り生霊長を測った

結果は Table 6 のとおりである。

これは Table 4 と異なり，地上部の生長量は苗丈，根元直径，校張り く最大r!J，最小巾〉および校数

にて表示し主計約の総flj1長量の il!1j定は植栽後 3 カ年を経過し困難なため省いた。

Table 6 によると，追肥しない場合の土壌処理による差は 5 % point で校数，その他において 1952

年の新給、の総生長量の場合とほぼ同ーの結果を示す。ただし，苗丈に対しては N-P-K-Ca 区， P-K-Ca 

区および木灰区の群とその他の処理区群との聞に有意差が認められ，群内部では相異が認められない。

統計的検定にかけるには測定本数が少なく不充分ではあるが，特に新たに測定した生重量を含めて.追

肥処理に対しても同様な傾向が認められるが，特に生重量において N-P-K-C旦区および P-K-Ca 区の聞

にも追肥処理と無追肥処理とに著しい差が認められる。

生育中の，また掘り取った苗木の写真を Plate 1~3 に示す。 この写真も明らかに処理により著しい差

があることを示すつまた.百を掘り取り観察したところp 施肥区，ととに固形肥料を追肥した区の根部は根
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系の発達が良好で根癌菌の活生も多い傾向を示す。

つまに施n巴植栽試験木の亜硫酸瓦郊による被害を観察したところによると，施n巴した 1951 年の 8 月に

おいて亜硫酸瓦;!JJiによる熔斑，は樹勢力:旺んで生長良好な粒状肥料区， N-P-K-Ca 区の苗木にはほとんど

認められなかったのに反し，生長の貧弱な1!\~処理区，石j夫半量区および准厩Il巴一石灰半量区において顕著

で為った。すなわち，一部 Plate4 が示すように煙害は生長力と反比例するごとく認められた。

考 察

以上の植栽試験の結果から植栽したニセアカシヤの生長は土展開度の矯正により，これに有機物の添加.

さらに K20， P20" N等の養分の添加により順次高まり 3 かっ主聖書被害度を波ずることができる。しかし，

ニセアカシヤの図書を波殺しニセアカジヤの旺盛な生長を行わしめるには木が受ける亜硫酸瓦斯の濃度

におのずから限界人工が存在するように考えられる。このことを筆者等が 1952 年松尾鉱山で実施した同様

な試験の結果が指摘している。したがって，木結果も T凶 Stoklasaめが植物に肥料を施せば般宮抵抗力を

高めるか p または被告を緩和することができるといっているが，それと同じ結果を示している。なお，無

処理土援におけるニセアカシヤの生長がきわめて思いこと p ならびにさきにのベた土援の化学的諮性質か

ら，永年にわたる縫いill1iî5tê!唆瓦斯;摩との接触により 3 二次的に土壊が自主'1'生となっていると考えられる。

またp 亜硫酸瓦J\Jrの植物に対する害作用を，もつばら瓦JUiの，葉からの侵告による直接的な葉，茎への

有害作川に帰するものと， A. Wieler')の Entkalking theorie く石灰欠乏説〉のごとく特に慢性被害が土

壊の蒙った種々の作用や，酸瓦j析による土壊石灰の欠乏等の間接的な影響に帰するものとがあるが，本試

験地の結果で、は両極の作用が相加的に仰U\，、たもので，排畑J宣が多い時は直接的な地上部への影響が主体と

なっているごとく忠われる。

つぎにニセアカシヤの植裁に際し肥料をほどこす場合3 粒状肥料の効果が大きし、ことは.力日うるにj司法

倍j仮!な点よりも利Jll価値が大きいと思う。なお，既植栽地で発育不良なニセアカシヤに対し|町I~肥料を追

肥することは樹勢の快復のため，またその後の発育を良好ならしめる上に有効であると思われる。

摘 要

1. 秋田県小塚町尾栂古[1の般』害激筈裸地において，その土援の諸性質を調べるとともに，あわせてニセ

アカシヤ苗の施肥植栽試験を実施した。

2. 土壊は数次に及ぶ火山の噴火により堆積した火山灰性黒色土で， A府と A'層は比較的に深く p 同層

の聞に 12cm 内外の小粒径の浮石層を挟む特徴のある形態を示す。

3. 永年にわたる 50，の侵蝕作用により土壌は著しく限生となり，また二，三股化物の流失および塩基

の波少を生じている。他面，土壌に酸度の矯正を行い，有機物，力日里， ii耳竣および窒素の各成分を順次に

添加し，処理を重ねるにしたがって，植栽したニセアカシヤの生長は良好となる。とれに反し，然処理土

震でのニセアカシヤの生長はきわめて不良で，ほとんど生長しない点から，土援は二次的に主主養性に変化

していると考えられる。

4. 苗の発育が良好なものほど，煙害は弱められるように認められる D

5. 地上部の発育においても，また根部の発達においても粒状または固形j肥料の効果が著しL 、。
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図版説明

Plate 1. Field plots in a fertilizer experiment at Otarube. 

1. 三要素(N.P. K. Ca)区を中心とした諒験地の一部

2. 前枠Aは無処理区，後方はB(大工原限度石灰半量〉区

3. 左列前より C(大工原酸度石灰当量〉区. D(堆肥石灰当量〉区， E(堆肥石灰半量〉区， F 区

右列前より F区， G 区， H区， A区

4. 左列前F (N. p. K. Ca) 区，その後G (p. K. Ca) 区

右手Ij前日〈木灰単周〉区および後無処理区

Plate 2. Photo. 1952 

| 土麗畑 !樹 高 (cm) 一…立地上部重量一量lT/R比
Treat.:nent .of 1 ~_ . . I l?ia~eter at.1 To!a!. ITop. (g )IRo?t. (g )1_ T ~ 

soils i Height of tree ithe base. 1 weight. iweight. Iweight IRatio 

1 N P K Ca | 130 2.1 423 234 189 1.2 

11 粒Ba状II肥fe料tilizer 90 1.7 304 158 146 1.1 

111 P-K-Ca 40 1.5 128 50 78 0.6 

lV 
土し佐o日n巴I十DCa 

post+Ca 22 1.1 52 18 34 0.5 

1 
粒Ba状II肥料fertilizer 45 1.8 393 206 187 1.1 
(Ryujo) 

2 11 N-P-K-Ca 45 1.5 155 76 79 1.0 

111 N無o処f理ertilizer 18 1.5 日0 22 58 0.4 

Plate 3. 

A. 無追肥処理列 Basic application. 

1. 左から大工原酸度石灰半量区，同石灰当量区，堆肥石灰当量区，問石灰灰半量区

2. 左からN-P-K石灰当量区， P-K-石灰当量区，木灰区

B. 追肥処理列 Top dressing 

3. 左から大工原酸度石灰半量区3 同石灰当量区，堆ßI'l石灰当量区，同石灰半量区

4. 左からN-P-K石灰当量区， P-K-石灰当量区，木灰区
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Plate 4. 土援処理理ごとのニセアカシアの奨

Fo¥liage of Black Locust on different fertilizer treatments. 

A. No fertilizer. 

B. 1/2 Ca application. 

C. Ca applcation. 

F. N-P-K-Ca application. 

H. Wood-ash application. 

Sak�.ki MIYAZAKL Tetsukazu 01三INAGA and Minoru HARATA: The Effect of Ferｭ

tilizer on the Growth of Black Locust (Robinia pseu.do-Acacia, L. � Seedlings 

Transplanted in Kosaka Bare Lands injure� by the strong Sulph:3.te 

Smoke. 

R駸um� 

The present studies deal with the characteristics of soi1 at Otarube, Kosaka 
town:Akita prefecture, which has C�ntinuou.sly suffered the strong sulfite smoke 

from the Kosaka smelting work for many years, and with the effects of the 

correction of acidity in 卸il by lime or the application of v�.rious nu.trients to soi1 

on the smoke injury or the growth of black locu.st seedlings tr�.nsplanted there. 

The black surface soil consists of A horizon derived from andesitic volcanic 

ashes and p�.st A' horizon is relatively thick and relatively rich in humus. 

Between them a yellowish brown small pu.mic stone layer lies with about 12cm 

in thickness. 

The soil there was markedly acid in reaction with 102.2 of Daikubara:s exchange 

acidity. It may have been introduced owing to the Successive contact with 

strong sulfite smoke for many years, by which weak leaching of some sesquioxide 

or bases in soil takes place. 

As the acidity in soil is corrected by the supply of lime, �.nd the mannure, 
potassiu.m , phosphate, or nitrogen fertilizer is applied in the soil separatly or 

in combination, the growth of black locust seedlings transplanted there increｭ

ase as the treatment mentioned above incre�.se in order, while that in non-treｭ

ated soil does but little or nothing. Therefore, it may be considered that the soil 

has become oligotrophic by smoke. 

It was moreover revealed that the granular or smal1 block like bal1 fertilizer, 
Mitose or Kokei 3 gü, ere very valuable for the growth in the top or the root 
system of black locust seedlings. 

It was observed, too, that the better the growth in black locu.st seedlings, the 
smal1er the smoke injUIγon them. 
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